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流域ジオマップによる河川関連の情報の可視化

▼研究の概要
本研究では、河川の様々な情報（360°画像、3Dモデル、

点群データ、数値情報等）を可視化・表示可能なMAPの開

発を目指し、プラットフォームとなるGIS（地理情報シス

テム）の選定や、データの取得等を行った。選定した

ArcGISを用いて流域ジオマップ（図1）として作成し、

データ表示の検証を行った。研究フィールドは岩手県西和

賀町の和賀川である。

▼研究の成果

▼研究の内容
■データの取得・構築

令和2年度に下記のデータを取得、構築した。

1）錦秋湖における水没林、紅葉の時期の360°画像（図2）

2）水没林の点群データ(ドローン、地上レーザー）（図3）

3）湯田貯砂ダムの点群データと堆砂量データ（図4、図5）

4）上記貯砂ダム点群から作成した3次元サーフェスモデル

5）錦秋湖周辺で計画されている国土交通省事業の

「かわまちづくり計画」のイメージCGモデル（図6）

■プラットフォームの調査・選定

プラットフォームとして、360°写真や、3Dモデル、点群

データ等の表示ができること、現地でスマホ、タブレットで

表示する際に軽快に動作するものを選定した。

■フォーラムの開催

「3次元技術活用フォーラムONLINE～復興加速化フォーラム

2020～」として、3次元技術に関わる県内企業等による技術

事例・研究成果の紹介を行った。（図7）

▼おわりに

上記のデータについて、本研究内で選定されたデータプ

ラットフォームとなるArcGISへの統合・表示（図1、図2）と、

HP公開のためのサイト構築の試行を行った。令和2年度にお

ける取組は、ArcGISをプラットフォームとして統合データを

試験的に作成し、先進技術による可能性を参加企業等ととも

に共有し、技術的な側面から現在構想している流域ジオマッ

プの実現可能性を調査・検討したものである。

図3 水没林ドローン・地上レーザー計測
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図4 水位が下がった湯田貯砂ダム（左）
ドローンによる堆砂量計測結果（右）

図5 湯田貯砂ダム点群データ

図7 フォーラムの開催

令和2年度における取組で構築したデータのうち、かわまち

づくり計画のCGモデルや水没林点群データは国土交通省や西

和賀町に、貯砂ダムの点群データは、国土交通省に共有済み

である。

次年度以降も本流域ジオマップに新たなデータを追加し、

なるべく早い段階で一般公開できるように構築を進める。

また、実際にマップを活用して地域での活動を計画している。

図6 かわまちづくり計画モデル


